
（別紙３）

～ 2026年3月30日

（対象者数） 14名 （回答者数） 10名

～ 2026年3月30日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後もお子様が楽しめるイベントの考案を職員で話

し合いながら行う。

2

・職員誰もが対応できるように今後も関係性を構築し

ていく。

・保護者様の変化にも気づけるように、情報を共有し

ていく。

3

・お子様の特性をより理解していく。

・難しい事も楽しく挑戦できるプログラムを付加して

いく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・イベント内容や利用人数が多い日には、室内ではな

く屋外での活動を検討していく。

2

・アンケートを取り、希望内容や要望を把握する。

・研修会やペアレント・トレーニングのご案内用紙を

配布して案内を行っていく。

・研修会や情報共有の仕組みを作っていく。

3

・ご要望をお伺いした際には、実施の検討をしてい

く。

・お子様に合った支援ができている。

・職員間で情報共有ができている。

・イベント内容をお子様が楽しめるようにプログラム作成を

行っている。

・朝礼、終礼、会議など共有機会を設けている。

・支援する上で疑問点や保護者様の対応について話し合って

解決している。

・お弁当を残した時や変化があった際は写真を送り、状

況が分かりやすいようにしている。

・保護者様への伝達事項を詳細につたえている。

・送迎時に相談をしやすい雰囲気を作っている。

・全職員がすべての保護者様とコミュニケーションが取

れるよう送迎職員の配置を工夫している。

・情報共有を常に行い、お子様だけではなく、保護者様

の変化にも注意を図っている。

・個別支援計画書に沿った支援ができるように、プログ

ラム構成を行っている。

・イベントを構築する際、職員同士で話し合っている。

・年齢を重ねるごとに悩みがあると思うので、その内

容に対して共感したり、助言等を行っている。

・ご兄弟同士の交流ができてない。 ・ご兄弟同士の交流会を保護者様が希望しているか、

ニーズ把握ができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・小学生以上の児童の利用が多い日は、施設内が狭く感

じてしまう。

イベントによって、施設内を広く使いたい時がある。

・保護者様・ご家族様に対して研修会を実施し、情報共

有ができていない。

・要望を把握できていない。

・周知の仕組みづくりが固定化されていない。

2025年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス88

○保護者評価実施期間 2025年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


